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(社会部会〉

研究主題

「観点別学習状況の評価を生かした個に応じた学習指導の研究開発」

研究の概要

平成13年 度は 「指導 と評価」に関す る研究 の第1年llkと して 「評価規準の設定」 「評価

方 法」r総 括の仕方」等の研 究開発 を行 い、平成 】4年度は 「指導 を要す る状況 の明確化Jrワ

ー クシー トを活用 した4観 点におけるつまづ きの評価 とその対応」 「指 導の実際」の研 究開

発 を行 った。今年度 は、第3年 次 として、観点別学習状況の評価 を生か した補充的 な指導や

発展的な指導 な ど、さらなる偲に応 じた学習指導法の開発 を行った,そ の際、単元 の学習過

程 を工夫 し、補充的な指導や発展的な指導を行 う場面を設定 した、 また、ワー クシー トや補

助 簿等 を工夫 ・改善す るとともに 「社会科カー ド」の活用 を図った。

m研 究の内容

1指 導 と評価の計画立案か ら評価の総括 までの流れ

研 究主題を受 け、過去2年 間の研究か ら、指導計画 と評価計画の立案 、実際 、総括の流

れを明確 に し、本研 究主題 にかかわ って特 に重点 とな る研究内容 を下図に網掛 け とア ンダ

ー ラインで示 した。

◇指導計画 と評価 計画の立案

ドい

灘 灘 定⇒灘 綴 具体的

β

計画的 ・ 指導と評価の実際

雛 続的な 湘 の糊 状況の的融 評価と指導
●補助簿 ・ワー クシマ トの活用 ⇒

β
◇単元の総括

1単 元 ごと

の評価 の

総括
⇒
観点ごとの評価資料のまとめ

轍 慧価一 … 一 等⇒

爾 難 、改善

●通知表

●その他の個に応 じた指導
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2指 導 と評価の計画作成における補充的 ・発展的な指導を取り入れた学習過程の開発

(1)指 導 と評価の計画作成における学習過程の開発

日々の授業の中で、rお おむね満足できるS状 況(B)を 的確に評価 し、その評価 を

も とに、個に応 じた手だてを行 うことは大切なことである。 しかしながら、現実には、

教師主導による一斉指導の中だけでは、生徒に的確な手だてをすることは難 しい。

そこで、各時間において、作業的な学習や体験的な学習を取 り入れ、個に応じた指導

をする場面を設定した。また、学習過程の中で、ワークシー ト等を活用しながら個別や

グループ別による適切な課題を設けて行う学習活動の場面を設定し、その中で補充的な

指導や発展的な指導を行 う学習過程の開発に取り組んだ。

具体的には、単元構成の中で、二度の質的に異なるグループによる適切な課題を設けて行

う学習を実践した、一度目は教師が課題を設定し、生活班で取り組ませた。二度目は生徒に

課題を設定させ、同じような課題を設定した生徒同士によるグループで取り組ませた。そ

の際、前時までの評価を生かして個に応じた指示や資料を提示し、補充的な指導や発展

的な指導を行った。

なお、一度 目のグループ学習で 「努力を要する」状況(C)に あると判断 した生徒に

ついては、できるだけ同じグループにならないように配慮した。

踊 灘

〔一斉構}
⇒
踊磯示

性活珊
⇒
麗の醜

性醗轄}
⇒
謬題の航 ・

深化・晃屋
⇒
歌 な闘 齪

(fn・一ブ決定1
⇒

{隷St幅譜蘭 幅

課題の追究

〔伽づ糟

(2)確 かな評価 と的確 な指導の手だて

⇒1鷲
＼ ノ ＼/

脇 誌}脇1}

下 に示 した表 は、 「社会 的事象 へ の関心 ・意 欲 ・態度 」 「社会 的な思考 ・判 断」r資 料 活

用 の技 能 ・表現」 「社 会 的事象 につ いての知識 ・理解 」の4観 点 を、 「課題 の設定 」 「課 題

の追究 」 「課題 の補 充 ・深 化 ・発 展」 のそれ ぞれの学 習過程 で的確 に評 価 し、指導 に役 だ

てて い くた めの資 料の一部 で ある。社 会科の観 点の趣 旨を分析 し、「おお むね満 足で きる」

状 況(B)を 具体 的 な生徒 の姿 で表現す る こ とによ り、実際 の授 業 にお いて、 「努力 を要

す る」状況(C)に あ る生徒へ の具 体的 な手 だてや 「十分満 足で きる」状況(A>と 判 断

す る視 点を明砲 に し、補充的 な指導や発展 的な指導 を適切 に行 って い くこ とが可能 とな る。

過 評価する視点 r努力を要する,映 況 に1
一

擢耶の手だて 「十分 溝 足で き 」5」状=犯 履的な櫓導

程 と判断†る具体的な曝 況{△}と 判断†石視点 嘲一

★ 関心 ・意欲 ・態度 ・籠 問や 見つ けた 二 とを甕 ・資料や情報の補 ・事象 に対 して 、驚 喜や
1
・…多面的 な見 方 を

媒 (出会った杜金的事象に対†る関 書 しな い、記 述 しよ うと 足股瞬や示硬.{分 鰻問 が もて.多 面的 に 詳価するととも

心を示してい石姿) しない. か りや†い言藥 縢鞘駕訣に遜ってい に、邉究^の 藏

廻 ・活動が学習内客と対応 し によあ脱明.他 ろ. 欲を保証す呑.

・疑問 を縛・つ、簡瞳点 を見うけ る、 ていない. の翼料や事例の ・犠 々な立場に 立って意 ・やや高度な情報

の ,べ たい 二 とを見つ け石.【 婁巳述 ・賓料の内響が理解できな 捷 示.板 書 を 使 見 を冒ウた り、記述 し を梶示 レ、興 味

†る} い■ っ た助 書 、 生 活 た りしてい 乱 ・閏心 を深め

般 ・集 中 して 、 自 ら遭 んで,活 動 を ・資 料 を醜 ん だ り括 用 しよ 軽験への振り返 ・進ん で的碗 に活勧 して る.

す凸。価 動の様子) うとする姿勢が見られな りの示艘) い る.

定 ・比較 、蛮化 や 違い に着 目`着 目 い. ・俸験的な活動や ・自分 の考 えを 、相手 に

点) ・査 料 の何 を見 て いいか 分 追 体 験 の 示 唯 、 わかりや†く衰窺Lτ

か らない.(考 えよ うとL ポ イ ン トを 紋o い 番.

な い) た肋曾.

雫 7-一

この蛋料は、すべての単元で作虞するわけではないが、各過程について,い ずれかの単元で作成 しておくと.他 の嘩元にも

共通 して括用すろ二とができる.
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3指 導 と評価の実際における工夫

グル ー プ活 動 に 取 り組 む 姿 勢 な ど、擾 業 の 中 で 評価 す る こ とがで き る場 合 は 、そ の 場 で

評 価 す る.そ の際 、補 助 簿 を活 用 す る と有 効 で あ る。 ま た 、 ワ・一 クシ ー トや 社 会 科 カ ー ド

(振 り返 リカー ド等)を 活 用 し、授 業 後 に 回収 して 朱 を 入 れ 返 却 す る こ とに よ り、 生 徒 の

次 時 の 学 習 意 欲 を 高 め る と ともに 個 に 応 じた 指 導 に 生 か す こ と もで き る。

(1〕 ワー クシー トの活用

ワー クシー トは 「社会的事象への関心 ・意欲 ・態度」や 「社会的な思考 ・判断」を評価する場合な ど

に大変有効である.し か し、多用す ると生徒の負担過重にな り、学習意欲 を損 な うおそれがある。指導

と評価 の計画に基づき、ワー クシー トに教師のね らい(評 価 の観 点)を 明確 に示 しなが ら計画的 に活用

を図 ることが必要である。

3嘩 〔 ⊃組 〔,雷 馬6`)②

【問 い 】

賀 料 「奇 後 特 に カ を 入れ て歓 しい こ と{区 民〕」

と 「脅 後 特 にカ をλ 副r』て被 しい こ と 〔中学 生,」O

両 方 を見 て.」匿融 電 乳 ろ こと を あ げ 塞 し よ う.

【間 い 】

画 方 の 資 料 を 見 て 、f疑 問{な ぜ?ど う して?は

て な?と 想 う もの}に 思 うこ と」 をあltて み よ う.

詳価の椀点1杜 会的事象への関`t'・意標 ・鰍度1を 見6

「上 の2枚 の資 料 を見 比 べ て 、 区民 と中学 生 の

考 え方 の違 い に気 付 き 、読 み 取 れ る こ とを あ げ

ま し ょ う。」 とい う作 業 を させ る ワー ク シー ト

で あ る。 単 元 の 課題 設 定 の 場 面 で の 「地 域 の 社

会 的 な事 象 へ の 関 心 」 を見 る場 面 で活 用 す る。

授 業 後 に 回収 し、 「お お む ね満 足 で き る」 状

況(B)に 達 して いな い と思 わ れ る生徒 に対 し

て は 、ア ドバ イ ス 等 を朱 で 書 き 、生 徒 に返 却 す

る。 偲 に応 じた 指 導 に 活用 す る こ とが で き る.

ワー ク シー トを作 成 す るに あた っ て は 、

単な る穴 埋 め的 な も のや ノー ト代 わ り

の もの で は な く、評 価 の 観 点 や 生 徒 に

身 に 付 け させ た い 力 を明 碓 に し、 そ れ

を生 徒 に もわ か る よ うに して お くこ と

が 大 切 で あ る。

ワー ク シ ー ト例(p18を 参 照)
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(2)補 助簿の活用

生徒の観察に際 し、座席表形式や名簿形式の補助簿の活用が考えられ る。座席表形式は、一斉授業の

中での生徒の発言や グループ活動中の様子 を記録す ることに有効であ り、名簿形式は、ノー トや ワーク

シー トの評価 を記録す る場合な どに有効である。検証授 業では名簿形式の補助簿を活用 した。

① 名簿形 式の活 用例(p19を 参照)

② 座席表形式の活用例 で`撰齢薯鵯撮 篭鷺警燦 餓農
評価できるものを工夫することが大切である.

関 思 資 知

氏名

A A

関A様 々 な 立場 か ら意 欲

的 に 調 べ よ う と して い る。

関 思 資 知

氏名

C C

資C資 料 の数 字 の 読 み

取 りが 正確 に で きな い 。

(十分満足できる状況(A}、 努力を要する状況(C)ま たは特筆すべき状況などについてのみ座席衰に記録 しておく)

(3)祉 会科カー ド(検 証授 業を行 った学校 では 「社会科 カルテ」 と名付 けた。)

社 会 科 カー ドは 、 毎 時 間 の 評 価 の観 点 を明 確 に し、 生 徒 に 自己 の振 り返 りを させ る と と

も に 、 授 業後 に回収 して教 師 も評価 やア ドバイスを記入 して返却 し、伺 に応 じた指導に役だてる

ことに活用 できる。 また、単元の終 わ りには、各観 点につ いての総括 を生徒 に自己評価 させ ると

ともに教 師もそ の単元 の評価 を生徒 に示 し、次の単元 にお ける生徒 の学習意欲 の高揚や授業改善

に投だ ててい くこ ともできる。

3年(}組{}番

氏 名(

社会科ゴ1ルテ
[峯 元 名i

)・{)班

この胤元で身につけるカ

℃ 身近な生活と政治への関わ りに閣心をもち.住 民の一人として地墳の課題 壱意徹

的に究明し.地 方白治の兜展に寄与しようとする住民としての自治意罐を高め

る.〈 閣心 ・意欲 ・鰍度〉

地域住民として積極的な醸治,加 の意畦について毒え、主相智としての自分のあ

り方について考えることができる。 〈思考 ・判断〉

地城の問題点や課題について様々に調査 し、調査した内審をまとめ.提 言する。

〈資料活用の枝縫 ・表現〉

地方自治の仕事や忙組み を理解 し、事例壷通して、住民自治の脅え方∬地方 自泊

の菖本的な脅え方であることを理解でき筍。 〈知博 ・理解〉

〈評価の記縁〉

1 【関】区民の餐望をもとに、意散的に地壊の課題を脅えた A/8/C

1

【責】資料を達切に渚用し、備蓄品についτのワークシー トへの記

λができた
A/9!C

2 【関 】偏醤窟庫の見学や翼料、闇さ敢り調董から地壇の防災にっい

ての闘心が高まラた
Aノ 日 ノC

1思 】環填面や楕成人負などの面か ら考廠することができた A/6!¢

』 【関】防災腺の方、消莇i■の方.消 防団の方との意見交換に蘭心を
持って敏り組めた

Aノ 巳!c

【資 】 意 見 交 換 で 、 適 切 な 意 見 や 賃 問 を述 べ る こ とが で きた
`

A/81C

A/B!O

生徒の利点として、生徒自

身が授業の見通 しがたち、自

分の学習を振 り返るとともに、

学習過程の中で自分の努力の

成果がどう評価されたのかを

理解することで、学習意欲が

高まっていく。

教師の利点として、生徒一

人一人の学習状況を単元の評

価規準に照らしながら観点別

に把握できる,ま た、生徒一

人一人の記録をみることによ

って、生徒への学習への手だ

てが しやす くな り、 目標 に準

拠 した評価の信頼性を高める

ことができる。

しかし、これも多用すると、生
徒の負担過盈になり、授業者にと

ることにな石。紬続 して指導に生
かせ凸ものを工夫することが大切
であ石、

社会科カー ドの活用例

(P19を 参照)
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1

2

3

4

指導事例

単元名 公民的分野 現代社会の民主疎治とこれか らの社会 『民主政治と政治参加』

小単元名 「地方自治」

小単元の目標

① 住民自胎を基本とする地方自治の考え方が、地方公共団体の政治の仕組みや働きを貫いている

基本的な考え方であることについて理解する。

② 住民の意思が政治に十分反映されるようになるためには、一人一人が政治に対する関心を探め、

主権者であるという自覚を深めることが大切であることに気付く.

③ 主権者として、公正な世餓の形成と政治参加の在り方について考え、地方自治の発展に寄与し

ようとする自治意識を高める.

単元の評価規準

/ 単元の評価規準 小単元の評価規準 具体的な評価観準

ア

関

心
・

意

欲
・

態
度

国や地方公共団体の

政治に対する関心を高

め、それを意欲的に迫

究 し、民主的な政治に
ついて考えようとして

いる。

・ 身近な生活と政治への関わ

りに関心が高まっている。
・ 住民の一人として地域の課

題を意欲的に追究 してい

る。
・ 地方 自治の発展に寄与しよ

うとする住民としての自治

意識が高まっている。

① 地域の課題に対して関心を持ったことを

意欲的に考えたり、ワークシー トに記入 し

たりしている。

② 防災課の方々との意見交換に意欲的に取

り組んでいる。

③ グループの課題づくり・解決の方策につい

て意欲的に追究している。

④ 地域の他の課題へ意識歩広がっている。

イ

思
考
・

判

断一

国や地方公共団体の

政治に関して.議 会劇

民主主義や還挙の意義

について多面的 ・多角

的に考察 し、民主酌な

政治のあ り方について

様壽な考え方や立場か

ら公正 に判断 してい

る。

・ 地域住民としての積極的な

政治参加の意味について多

面的 ・多角的に考渠してい

る。
・ 主権者としてのあり方につ

いて、現実の政治に対する

様々な考え方や住民の立場

から公正に判断している。

① 地域の防災について、環境整備、槽成人員

などの人的な面などから考察し、課題を見

出している。

② 防災課の方々との意見交換を通して三つ

の立場の異なる視点から考察している.

③ 設定した課題への解決策を多面的・多角的

に考察している。

④ 自分と地域・地方公共団体とのかかわりを

考えている.

ウ

資

料

活
用

の

枝

能
・

表

現

国や地方公共団体の

政治に関する様々な資

料を収集 し、学習に役

立つ情報 を適切に選択

して活用す る ととも

に、追究 し考察 した過

程や結 果をまとめた

り、説明 したりしてい

る。

・ 地城の問題点や課題につい

て様々に調査したり、情報

を収纂したりしている。
・ 調査した内容や収集 した情

輯から、役立つものを適切

に選択 し、活用 している。
・ 自らが自らを治めるとい う

民主政治の基本的な考え方

とモの考え方に基づく地方

公共団体の政治の仕組冷な

どを追究 し考察した過程や

結果をまとめたり、説明 し

た りしている.

① 備善品についてワークシー トへ記入し、ま

とめている。

② 資料や備蓄倉庫の見学を基に地城の防災

についての情報をまとめている.

③ 防災課の方々との意見交換で、適切な質問

や疑問点、意見を発表している。

④ 自分たちの発表について、わかりやすく脱

明できたかどうかを自己評価カー ドに記

入し、質問に対 して適塊に回答している。

相互評価カー ドでは、分 りやすく脱明して

いる評価を得ている.

工

知

謙
・

理

解

地方自治の基本的な

考え方、地方公共団体

の政治の仕組み、国会

を中心とする我が国の

民主政治の仕組みのあ

らまし、政党の役割、

多数決の原理とその運

・ 事例を通 して、住民自治の

考え方が地方自治の基本的

な考え方であることを理鱒

できる。
・ 地方公共団体の政治は、首

長と議会の二つの機関を中

心に行われていることを理

① 地方公共団体の首長と議会 その関係につ

いて理解 し、ワークシー トに記入してい

る。

② 住民の権利 ・義務について理解し、身に付

けた知識を問うペーバーテス トに回答 し

ている.

③ 学習の結果理解 した内雰として、ワークシ
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用の在 り方、法に基づ 解 し、その知識を身に付け 一 トに凌のこ とを記入 している
。 一

く公正な裁判の保障に ている。 ・ 住民自治の考え方が地方自治の基本的な

ついて理解するととも 考え方であること

に、公正な世論の形成 ・ 地城の防災では、中学生としてできるこ

と国民の政治参加の大 と、求 められていること、役割示あるこ と

切さに気付き、その知

識を身に付けている.一一 　

5指 導計画 ・静価計画(10時 間)

過

程 / 学習活動 ア イ ウ 工
評価に暮つく手だて

O=努 力を要する生徒への指導

o:莞 最的な指尋

課題
1 「今後力を入れて欲しいこと」

の調査結果から、地域の課題を

①

シー ト

①

シー ト

一

〇一緒に資料の読み取 りを

し、日常生活を想起させる。
の 本 考える。備蓄倉庫の見学。 観察 観察
,設定 時

2 地峨の防災にっいて考える。 ① ② O学 校周辺の様子や資料か

課 シー ト シー ト ら考えられるように示唆す
題 観察 る 。
の
迫 3 防災繰、消防箸、消防団の方 と ② ③

一
〇グループに教師が入 り溌

究 意見交換をする。 観繁 観禦 言を促す。

発言 シー ト

4 意見交換を擾り返り、方策を見 ②
一一

〇謀題や意見交換の内容を

直す。 シー ト 一緒に確認 し、方向性を示
課
題
の

1 観察 す。

〈〉地方公共団体の関係部署

補 に意見書を書こう、と助言す
充 る 。

換 5 地方肖治体の仕組みや住民の権 ①②
一一

〇都・区・市の広転誌などの

化 利について理解する。 シー ト 資料の補足脱明を、分かりや
・

発
属

1
テス ト すい言葉で行 う。

◇全国の輿味のある条例を

探 し、地城の噸いや実情など

の違いに気付かせる.

課
題

6

7

地域の課題を考える。

課題の解決策を探る、考える。

③
観察

③
観察

O日 常の生活と関連付けて、

想起させる。
の 8 シー ト シー ト O身 近な資料から収集・選択
設
定
・

するように促す。

〈〉多面的な見方・考え方雌で
迫
究

きるように、薪たな資料を捷

示する。

9 課題解決の方策を提言する。 ④ ④ Oポ イン トを意識させ、分か

課
発畿の 自己評 りやすく伝えられるように

題 内容 価表 ア ドバイスす る。

の
補
充

相互評

価表
◇様々な立場から、解決の方

策を提言するよう促す.
■ 10 地方自治の基本的な考え方を理 ④ ③ O中 学生 としてできること
:深

寧
解す る。 シー ト テス ト を具体的に考えるよう助言

をする。

発 〈〉社会的な価値・意味から自
展

分がどのようにかかわって
いくか、意思決定を促す。

概 察:生 徒観察 発 言:発 言内容 シ ー ト=ワ ー ク シ ー ト テス ト;ベ ーバーテス ト
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6学 習活動と記錬

前 時 本 時 凍 時

ねらい
目標と

学腎内害

主な学習括動と

形態
評価の覗点・方遙 資料 ・留意点 生旋の様子 ・記鰍 ねらい

事前 1 1
・これ か

単元の見通し ・この 単元 の ・杜会科 カル ・社会科カルテの評価 ・地城 の

らの 学
を持っ. 流れを確認す テ を 配布 す の柵を見て、おおかた 防災の

習への
関心の

蛆

る、

(一斉学習)

る。

・ワ ー ク シ ー

の生徒は、見通しを持

てていた。

課 届 を

あげ、ま

とめる、
トを 配布 す ・環境謹

る。 鳳 構成
人具 な

2 2 どの而

地域のかかえ ・地壊の課題 1アの①1 ・「身 近 な 地 ・区民と中学生の違い か ら な

る課題につい

て資料か ら説

み取る。

とそ の理 由を

ワー クシ ー ト

に記入する。

地域の裸題

に対 して関心

を持 った こと

岐」 を振 り返

る。

・大 人 と中学

を%だ けか らあげた

生徒が多かった。
・区民と中学生の違い

ど多 面

的 に 考

察する。

(個別学習) を意欲的に考 生 との違いに について、モの理由や

えたり、ワーク 気付かせる。 予測も含めてあげて

シー トに記入 いる生徒が少敷いた。

した りしてい

る 。

(観 察〕

(ワ ー クシー ト}

(仕会科カルテ)

5 3

学饗
活勤
備蓄倉庫の見

学

・備蓄倉庫に

ある備菩品を

1ウの①1

備 蓄品につ

・備 蓄倉庫の

物品を移 して

・傭蓄倉庫の場所を尋

ねると、生徒の雰囲気

孚晋
話動

・品川区 予想する い て ワー ク シ 数を把握させ が和やかになった。 ・備蓄倉

へ の聾
・災害時の収 一 トへ記入 し、 る 。 ・備蓄倉庫にあるもの

庫の見

望を紀 目標 容入数を予想 まとめている。 を想像する殴階では、 学や資

入する。 ・地域の課題 す る。 毛布や乾バンは直ぐ 料等 を

を資料の前み ・備菩倉庫を (観 察】 にあがってきた. も とに

取 り か ら知 見学する。 `ワー クシー ト〕 ・避難してきたことを 課題づ

る。
・傭蓄倉庫の

見 学 を 通 し

・見学 の 内容

を ワー ク シー

トへ 記 入 す

{社会科カルテ} ・グループ ご

とに調べた物

品を全体に知

想像 させると、トイ レ

や医療品、粉ミルクな

どが あげられた。

く りを

行う。
・防災の

課題 へ
て、地域防災 る 。 らせ る。 ・アルファ化米につい

の方策
の謀題を考え ての質問が多数あげ や質問

るきっかけを (グループ学習〕 られた。 事項 を

つ く る 。 ま とめ

る。

4 4

見学のまとめ ・学校の収窓 ・数の みの 面 ・多くの生徒が一時避

と課題づくり 人数等の資料 か らの考えと 難 ・長期避鑑ともに、

を説み取る。 ならないよう 実瞭の蛍よりも少な
・見学 を通 し にさせる。 く見積もっていた。

て気付いたこ ・部量の収容人数に対

と、課題 をグ しても 「無理ではない

ループごとに か」との意見が多かっ

まとめ る。 1た 。

{個別李習)

{グループ学習)

:
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7評 価と具体的手だて

(1)摂 業中における 「努力を要す る」状況(C)と 判断 した生徒への具体的な手だて

※本時の評価項 巨であるアの①はワークシー ト②を、 ウの①はワークシー ト④を基に行った。

O【 アの①】についての具体的な手だて例

・一'幽 幽一'一'一 一 一'一'一 「一 邑一'一'一 曜一'一 冒一'一 ■一 願一'一'一'『'冒 旧 一'一'一 脚 一旧 一ゆ一 唱一'一 「一'一'一 七一'「

1グ ラフの読み取 りができていない生徒へi

1↓<燃 な脚 手tir>・ 高欄 祉も融 ・と一緒にグラフの醐 ・をする・1
1グ ラフに関心を示し、グラフの比較をはじめる。i
」 冒_7_r_・_,_幽 一 ・ 一 ・一 ■一 ・一 咀一 ・一,一 ・一 幽一.一.一 ・一 噛一 ・一 セー,一.一'一 ・一 ・一 ¶一 ・一 ¶_,一._F_+暉 ■_・

O【 ウ の ① 】 に つ い て の 具 体 的 な 手 だ て 例

1・一 ・一・・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・ny・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 「

i備 蓄 倉 庫 の 中 が 想 像 で き ず 、 関 心 が も て な い 生 徒 へ1

1↓ 〈具糊 指導の手だて〉 ・怪鰍 てきた人はどうするの・と賊 引きditei
i「救急箱」と記入する。!

(2〕 ワークシー トによる評価例 【アの①】とその後の指導

「おおむね満足できる」状況(B)に ついては、評価規準をもとに資料の数字や分かること

をあげて課題として とらえている場合に判断する。f十分満足できる」状況(A)と 判断する視

点 としては、嵐なる数字の比較だけでなく、自分(中 学生)の 立場や大人(区 民)の 立場まで、

様々な立場に立って課題 としてとらえるなど、深まりや高まりが見られた場合に判断する。 「努

力を要す る」状況(C)は 、資料に示されていることを書き写 しているだけであった り、謀題

にっながっていなかった りなど 「おおむね満足できる」状況 に達 していないと思われる場合に

判断する。

①r十 分満足できる」状況(A)と 判断した生徒の具体例 償 的な高まりや深まりが認められる)

区民と中学生の両方とも、教育にカを入れて欲しいと思っている。今の学校教育を、もっと厳しくした
方がいいと思っているのか、ゆとりをもった方力`いいと思っているのか、知りたい。また、区民より中学

生の方が育少年問題と女性問題の致値が高かったことに気がついた.大 人の方が女性差別があるのに、な

ぜ中学生の方瀞もっと力を入れて欲しいと思っているのかが謎紘

② 「おおむね満足できる」状況(B)と 判断した生徒の具体例

環境問題は、区民も中学竺も一番多い。

中学生は学校で勉強しているので、学校教育にカを入れて欲しいと思っている入が区民よりも多い。

子育て支援については、中学生は区民と比べて少ない。

③ 「努力を要す る」状況(C)と 判断 した生徒の具偉例 とその後の指導

環境問題のほうが多いと判明しました、交通安全対策は、平成14年 と比べた結果、平成15年 の方が25,0%

で、平成14年 はlO.2Veで すc平 成14年 は少なかったが、平成15年 ではさらに上昇してきまし濫 防災

対策では、平成14年 は18.6%で した 平成15年 は、3t.3%で かなり増加してきました。

資料の鞍値は読み取れているので、その点をほめながら、質問の趣旨(平 成14年 綱査のアンケー トの 皇

区民嚇 と平成淵 査のアか トの中学生囎 に帆 見比ぺて読鋤 る・とをあげ畷

を砿 闘L嚇 軌 ることを書き直させる・!

吃 魅 鵠 ・i・1出 ・腫 遭 一 ・・i・..4・.・ ・?...・ ∫.「 』ll.・,悌 、.ttt・.・ ・S.t,i・ 、'.t.・;,A-1・.、 、帯.・.・ ・画 」1
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8補 助簿 。社会科カー ド 等

(1)補 助簿の一部例
一一

1時聞 且 2時 間臼 呂時闇目

関:地嬉の課題に意歓的 患:防災を考索、牒坦を見出す 関:意見交換に積極的

資1備蓄品について記入し、ま賀=實料・見学を蓋に防輿の惰 資:適切な質問、意見髭豪 繕 台 評 価

とめている 轍をまとめている

関1思1剥 知 副 刷 資1知 訓 思1資1知 関 思1資;知

1氏 名
関C:具 偉的な声かけで記

入

責Al意 見を受けて自分のB

考えを述べる
B

～
AiB

2氏 名
貴A:複 数の資料をまとめ

ている

閨A=意欲的に意見交換A
B

1

A[A
i

※AとCの み記入。無理なく継続 して記入するために、授業後に分かる程度の記入にとどめ

る。

(2)社 会科カー ドの一部例 体 校では.社 会科カー ドを 「社会科カルテ」と名付けた。)

〈評価の記録〉禰の一部

1 【関1区 民の要望をもとに、意歓的に地域の牒題を考えた A/⑬/c

【責1資 料壷遮切に活用し、備蓄品についてのワークシー トへの記入ができた A/⑪!c

2 【思】環境面や構域人員などの面から考索することができた A!⑪/c

【資】資料や見学から、防災についての情報をまとめた ④/B!c

X毎 時間、生徒はA/B/Cの 欄にOを つけて提出す る。教師は、A/B/Cの 教師の評価

をゴム印で押して生徒に返す。

rhか ったことがら・考えたことがらを記入 しよう!J欄 の一部

時 日 扱業で考えたこと・分かったこと

生徒=区 民も中学生も環境に闘することがらが、一番割合が高いことが分かった。

1 9/28

敏師=普 段の生活から気付いたことは、何かありませんでしたか。

生徒1一 時避鍛で、掌按にあんなに滞在できるとは思えない。

2 10/8 鞭:一 時駐難では、どのくらいの時間を想定しているのか分かりましたか。調べて鼻てくださ

い 。

楽 毎時間、生徒は考えた こと ・分か ったことを記入 して提 出す る。教師は、ワー クシー トと

ともに評価の参考にし、「努力 を婆す る」状況(C)と 判断 した生徒に対 しては、助言 を行

う。

この単元の総合評価(A/B/Cを 付ける)

間か 鰍 ・感鷹 思身 ・判断 資偶港爾の菰能磯現 知畿・理解

A 8 A 8

理由

2つ の課題を通 して、地

域の課題に闘心を持つよ

うになったから。

一
環由

課麺に対する方策を自

分なりに考えることがで

きたから。

理由

意見i莚換や儲表会で、

積極的に、かつ、分かり

やすく伝えられたから,

理由

地方公共団体の仕組み

について一応理解できた

から.

先生から

地域の課題に対しての関

心が高まりました。

先生から

防災に対する方策は、よ

く考えられていま」た。

先生から

発雍会では、説得力のあ

る脱明ができていました.

先生から

住畏の権剰については

再確認しておきましょう。

※ 単元の縛了時に、生徒は総合評価(A/B/C)を っけ、その理由を書 くp教 師は、毎時

間のAtBIC評 価の総括 として評価を行うeこ こでは、言葉で記入をした。
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V研 究のま とめ

1個 に応 じた学習指導にかかわ る研究開発

生徒に基礎的 ・基本的な内容の確実な習得を図り、生きるカを育成するためには、目標に準

拠 した評価を行い生徒の学習の実現状況を的確に評価 し、個に応 じた指導を行うことが大切で

ある。

(1}指 導と評価の計画の立案

生徒 の学習の実現状況を的確に評価するための、指導と評価の計画の立案に関する留意点と

しては、次のことがあげられる。

① 生徒の学習の実現状況について、毎時間、すべての槻点について評価することは不可能で

ある。単元の中で、指導の計画に評価の計画を位置づけて、指導と評価の計画を作成 し、観

廣ζとの評価を無理なく計画的 ・継続的に行 うことが大切である。

② 授業の中で、生徒一人一人を評価し個に応 じた適切な指導をするためには、各時間におい

て教師主導による一斉指導ばか りではなく、作業的な学習等を取り入れ、個に応 じた指導を

する場面を設定することが必要である。また、単元構成の中に個別やグループ別による作業

的 ・体験的な学習や適切な課題を設けて行 う学習を取 り入れることも大切である。なお、も

し可能であれば単元の中で二回以上取 り組み、二度 目は一度目を生かして補充的 ・発展的指

導ができるように展開できれば、より効果的である。

③ 確かな評価 と適切な指導の手だてを行 うためには、「おおむね満足できる」状況(B)を

明確 にす るとともに、事前に 「努力を要する」状況(C}と 判断す る生徒へ の具体的な指導

の手だてや 「十分満足できる」状況(A)と 判断す る具体的な視点な どを想定 しておき、実

際の指導に生かすことが必要である。

(2}指 導と評価の実際における工夫

グルー プ活動に取 り組む姿勢の観察など、授業の中で評価することができる場合は、その場

で評価す る。その際、補助簿を活用するとより有効である。「社会的事象への関心 ・意欲 ・態

度」や 「社会的な思考 ・判断」など、多面的 ・多角的に評価することが必要な場合には、ワー

クシー トや社会科カー ド(振 り返 リカー ドを含む)等 を授業後に回収 して評価 に生かすことも

大切である.

① 補助簿の うち、座席表形式は、一斉指導の中での生徒の発言や班活動の様子を記録する場

合などに有効であり、名簿形式は、ノー トやワークシー トの評価を記録する場合などに有効

である。これ らを踏まえながら、教師が記入 しやすく継続 して評価できるものを工夫するこ

とが大切である。

② ワークシー トは、教師のねらい(評 価の観点}を 明確に示 しなが ら、計画的に活用を図る

ことが大切である。 しかし、多用すると生徒の負担過重になることもある。

③ 社会科カー ドは、単なる生徒の自己評価 として活用するだけではなく、教師も生徒の学習

に対す る評価やア ドバイスを記入して返すことにより、評価したことを生徒の次の学習への

意欲にっなげることができる。また、教師は、次時の授業改善に生かすこともできる。これ

も、生徒及び教師の負担過重とならず、継続的に指導に生かせるものを工夫することが大切

である。

2今 後の課題

今回の研究開発 においては十分取 り組めなかったが、以下の点にっいても、今後、研究開発

を進めるとともに有効性を検証していきたい。

① すべての教師が、無理なく継続的に目標に準拠した評価に取 り組めるように、一層の指導

と評価の計画、評価場面、評価方法等の工夫 ・改善をする必要がある。

② 生徒の学習の実現状況を的確に評価 し、生徒一人一人に確かなカを身に付けさせるために

は、「おおむね満足できる」状況(B)を 生徒の具体的な姿をもとに、より明確にするとと

もに、教科担当の教師間で(B)の 状況の十分な共通理解を図ることが大切である。

③ 補充的な指導や発展釣な指導を効果的に行 うためには、一層の個に応じた教材開発やワー

クシー ト等の工夫 ・改善、的確なア ドバイスの提示の仕方、社会科カー ドの活用の仕方など

についての研究に取 り組むことが必要である。
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